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本日は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、

ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解・ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

ただ今から、2017年3月期 第2四半期決算と通期見通しについて、

ご説明させていただきます。
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2017年3月期 第2四半期は、前年同期実績と比べて、

減収・減益の決算となりました。

連結売上高は、ガス事業においてガス販売単価が下落したことなどにより、

前年と比べて17.0％、1,090億円減収の、5,323億円となりました。

連結経常利益は、スライド差益の減少により、ガス事業の利益が減少したこ

となどから、前年と比べて46.0％、427億円減益の、501億円となりました。

連結四半期純利益は、前年と比べて49.4％、326億円減益の、333億円と

なりました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は、気水温が高く推移し給

湯や暖房の需要が減少したことなどにより、前年を3.6％下回る、

7億4,600万立方メートルとなりました。

商業用・公用・医療用は、夏場の気温が高く推移し、冷房需要が増加した

ことや、空調需要を中心に新規の需要開発が進んだことなどにより、前年を

1.1％上回る、7億3,100万立方メートルとなりました。

工業用は、大規模な需要開発やお客さま先の設備の稼働が増加したこと

などにより、前年を11.9％上回る、22億5,800万立方メートルとなりました。



4

続きまして、当初計画との比較でご説明します。

連結売上高は、ガス売上高や関係会社の売上高が減少したものの、

附帯事業の売上高が増加したことなどにより、ほぼ計画並みとなりました。

連結経常利益は、ガス事業や附帯事業の利益が増加したことなどにより、

見通しを32.0％、金額にして121億円上回りました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は3.2％、商業用・公用・医療用

は1.8％、それぞれ計画を下回りましたが、工業用では3.7％計画を上回ったこ

となどにより、ガス販売量全体では、計画を1.1％上回りました。

新規事業拡大投資では、海外エネルギー事業を中心に投資を実行し、

上半期の投資実行額は276億円となりました。
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ただ今ご説明しました、ガス販売実績を、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、前年を6.1％上回り、計画を1.1％上回る、

39億8,500万立方メートルとなりました。

なお、プレゼンテーション資料には記載しておりませんが、

低圧電気の供給件数は、9月末時点で19万1千件となりました。

また、10月25日時点での供給件数は約21万件となっております。
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6ページには、2017年3月期 第2四半期の決算数値を

まとめておりますので、ご確認ください。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。

設備投資は、前年に比べて海外事業への投資が減少したことなどにより、

前年を166億円下回る348億円となりました。

ROA・ROEは、それぞれ前年を下回る 1.9%、3.7%となりました。
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8ページには、新規事業拡大投資計画の実績をまとめておりますので、

ご覧ください。

なお、2009年4月以降の累計意思決定金額は、対計画90％の

6,645億円となりました。

引き続き、成長のための投資を進めてまいりたいと考えています。
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続いて、2017年3月期通期の見通しを修正いたしましたので、ご説明いたします。

まず、下期の前提諸元を、先物価格やシンクタンクの予測なども踏まえ、原油

価格は1バレルあたり55ドル、為替レートは1ドルあたり105円といたしました。

通期の個別ガス販売量は、家庭用では計画を2,500万立方メートル

下回るものの、業務用・その他では計画を2,500万立方メートル上回ることから、ガ

ス販売量全体では計画並みと想定しています。

連結経常利益は、ガス粗利益や関係会社における利益が減少するものの、

諸経費などのコスト削減や附帯事業の利益増加などを織り込み、

当初計画並みの780億円と想定しています。



10

2017年3月期のガス販売見通しを、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、
前年を5.3％上回る84億8,000万立方メートルを見込んでいます。
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こちらには、収支等の見通し数値をまとめておりますので
ご確認ください。

前提となる原油価格は、年間平均で1バレルあたり49.3ドル、
為替レートは、1ドルあたり105.1円としています。
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後になりますが、資産・負債項目や、主な財務指標の見通しを、

こちらに、まとめておりますので、ご確認下さい。

通期のROA・ROEは、それぞれ、3.0%、5.9%となる見通しです。

13ページ以降には、ご参考資料として、詳細な決算の差異分析資料や、

セグメント別内訳などの資料をつけておりますので、あわせてご覧下さい。

来年4月より、ガス小売全面自由化をむかえますが、総合エネルギー事業者としての

真価が問われる中、我々も挑戦者として決意を新たにしたいと思っています。

我々にとって一番大切なことは、いかに多くのお客さまに当社のファンになって

もらい、ファンであり続けていただくかです。そのために、これまでにないサービスを

考え、そしてこれまでのサービスを更に充実させる必要があります。新しい付加価値を

お客さまに提案し、お客さまに選ばれ続けるよう、不断の努力を重ねていきたいと

考えています。引き続き、ご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い致します。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。
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